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ロクさんは小学校を 
やめて稚内の洋服店に
奉公に出されることに 
なったんだよ

ロクさん 
苦労したのね

さらに小学校の時に 
　　父親が脳溢血で倒れロクさんは 

この時の 
ことを 
ずっと忘れ 
なかった 
そうです

しかし母親は風邪をこじらせて 
若くして死去

母26歳
ロクさん 
5歳

愛情深い父母のもと 
弟と共に育てられました

ロクさんは 
1915(大正4)年 
3月21日 
枝幸郡 
浜頓別町の 
鍼灸師の仕事を
していた家に 
生まれ

⼩柄쎁쏷쎹썬쎪쎅背中썾�
幼⼦쎆泣썛썽⼤騒썥

けれどもロクさんが 
棒を叩いてリズムを
奏でると幼子は 
ぴたりと泣き止んだ
そうです

13歳で奉公も 
終わり郷里の
浜頓別へ

仕事は店主の 
幼子の世話と...

水汲み

朝のご飯炊き

相変わらず体の 
小さなロクさんでしたが 
浜頓別でも一生懸命に 
働き力もつきました

村の盆踊りで 
太鼓叩きの若い衆から 
お前も叩いてみろ！と 
誘われると 楽しくて楽しくて 

調子にのって朝まで 
叩いたそうです 
これがロクさんと 
太鼓との出会いでした
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星の出ている. 
朝から働き出し

その後 ロクさんは 
下頓別に住む 
亡き母の姉夫婦のもとで 
開拓の手伝いをします

日中も必死で働き

星が出るころに 
帰って食事をする

さまざまな作物を 
植えて育てましたが 
冷涼な土地の下頓別では 
米だけは作れず 真っ白なご飯を 
食べられるのは 
年に一度の大晦日だけ

なんてオレは 
いやしいんだ

おじさんとおばさんは 
オレたちにたくさん 
食わせて 自分たちは 
少ししか食べていな 
かったんだ

ロクさんは 
一生懸命に 
働きました

下頓別で必死に働き 
19歳になった 
ロクさんは 
逞しい身体と 
強靭な精神を 
持った青年に...

当時サハリン(樺太)の南半分は 
1905(明治38)年の日露戦争の
勝利によって日本の 
領土だった

そして天性のリズム感を 
持ったロクさんは村祭りや 
盆踊りに 欠かせない 
太鼓打ちでした

出稼ぎに行った 
人から樺太は 
景気が良くて 
仕事はいくらでも 
あると聞いている
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自立 
しなければ！

そして天性のリズム感を 
持ったロクさんは村祭りや 
盆踊りに 欠かせない 
太鼓打ちでした

当時サハリン(樺太)の南半分は 
1905(明治38)年の日露戦争の
勝利によって日本の 
領土だった

下頓別で必死に働き 
19歳になった 
ロクさんは 
逞しい身体と 
強靭な精神を 
持った青年に...

下頓別の開拓も進み 
おじさん おばさんの 
手伝いも 
たくさんの 
子どもたちが 
しっかりやっている

出稼ぎに行った 
人から樺太は 
景気が良くて 
仕事はいくらでも 
あると聞いている

いつまでも 
おじさん達の 
世話になっている
わけにはいかない



1939(昭和14)年
24歳の時には 
マツノさんと 
結婚

あいつ良く 
頑張っている
なぁー

樺太に着くと 
ロクさんは 
ニシン漁の 
手伝いをして 
いたが

やがて王子製紙山林部で 
木を切り倒し丸太を 
川に流して輸送する仕事についた

親方に見込まれた 
　ロクさんは 
　　若くして 
　　現場の小頭に

子ども達も 
　　誕生し 
　　幸せな日々

家族のために 
もっと 
収入のある 
仕事に就かな
くては

ロクさんは 
樺太鉄道管理局
(豊原市現ユジノ
サハリンスク)に
転職します

1943(昭和18)年 
28歳の時でした

同僚の 
機関士が
爆撃の 
犠牲に....

当時の日本は戦争の真っ只中 ロクさんは 
戦争に駆り出される 
ことを 
覚悟していました

1945(昭和20)年8月15日 敗戦の 
ラジオ放送

戦争には負けて 
しまったが....

生き残れたことに 
感謝しなくては！

しかし安心もつかの間 
8月21日ソ連の爆撃機3機が 
飛来し爆弾を投下 
機関車を動けなくするために 
給水塔を狙って来た
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家族と別れて 
鉄道員として 
残るロクさん

太鼓の代わりに

樺太は全て 
ソ連に占領され 
婦女子だけが 
日本への 
帰還を 
許された

ロクさんは
人々の 
帰還のために
昼夜を問わず
機関士として
働きました

しかしこのままでは
やがてシベリアの 
収容所に送られて 
しまうかもしれない

そこでロクさんに妙案が！ 
ロクさんは捨ててあった 
ドラム缶を叩いて 
良い音が鳴るものを 
選びだし

残った町の人たちや
ロシア人兵士たちも
その音に魅せられて
大喜び！
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あんたの 
家族は 
今、岩内に 
おるよ！

なんとそこに 
樺太から先に引き揚げて
来ていた知人がいて

家族のいる 
日本へ働く仲間 
みんなと帰らせ
てもらえるよう 
頼んで 
みるか！

函館に着くと
DDT(殺虫剤)を 
吹きかけられ 
全身が真っ白に

ロクさんの太鼓と
彼の仲間を思う 
気持ちにソ連兵も
心を打たれて 
嘆願が叶う 
ことに 
なった

引き揚げ船 ⽩⻯丸

覚썟썶�
쏷쏁쎬語썾�
嘆願썰쎢�
쏷쎹썬쎪

函館は丁度盆踊りの時期 
さっそく 
飛び入りで 
太鼓を！

やっぱり 
歌や踊りは 
万国共通なんだ！

大いに盛り上がっていた



そして岩内で
家族は 
再会する

ロクさんは 
国鉄に 
復職するために 
家族を連れて 
俱知安へ

当時、倶知安駅は函館本線の重要駅だった

こ
こ
で
一
生
懸
命
や
る
ぞ
！

蒸気機関車の 
ススを払い 
石炭の燃え殻や 
灰を落とす 
アッシュ番には 
大変な仕事に 
なるんだ...

うぅ～！

倶知安機関区は 
曲がりくねった 
峠や坂の難所が多く

機関士は 
足りて 
いるんだよ

すみません！ 
ここで雇って 
もらえないで
しょうか？

樺太で機関士として
働いていました

何でも 
やります！

ロクさんは 
全身ススだらけに 
なりながら 
機関車の釜を 
丁寧に清掃し 
列車を 
送り出しました

ご苦労さん 
気をつけてね！

そして仕事の 
合間に眺める 
雄大な羊蹄山が 
大好きに 
なりました

羊蹄山は本当に 
立派なお山だ！

この山は生きとし 
生けるもの 
みんなを 
見守ってくれている

ありがたいものだ

この山の 
雄大さを 
得意の太鼓で 
表現したい 
ものだ

そして盆踊りの 
太鼓を叩いて 
皆を盛り上げる 
ロクさん

そんな 
姿を見て 
職場の 
先輩が...

これ 
あげるよ！ 
使ってくれ！
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ほー！引き揚げは 
大変だったろう

これ 
あげるよ！ 
使ってくれ！

そんな 
姿を見て 
職場の 
先輩が...

燃料係 
アッシュ(灰)番 
    で　なら



自分で自由に 
使える太鼓を持てて 
本当にありがたかった

あの太鼓のおけげで 
いろいろな活動が 
出来たんだ！

仕事をしながら 
人々に 
慰安と楽しみを 
とどけたい！

仲間と芸能クラブを結成 
民謡 マジック 踊り 
そして太鼓をお祭りや 
老人ホームや養護施設などで
疲労し始めました

ロクさんはついに 
1963(昭和38)年のチャリティーショーで 
羊蹄山の雄大さを表現した 
「羊蹄太鼓」を演奏

前半部は羊蹄山の清々しい 
雄大さをあらわし

後半部は羊蹄山の 
険しさや 
自然の様子 登山者の 
感動をあらわしています

カッコいいい！

あの人が 
ロクさん！

太
鼓
の
ロ
ク
さ
ん
よ

3

ロ
ク
さ
ん 

頼
ま
れ
た
ら
い
や
と
い
え
な
い

頼
ま
れ
な
く
て
も
行
っ
て
し
ま
う

マ
ツ
ノ
夫
人

国
鉄
で
ボ
ー
ナ
ス
が
出
た
と
き
・
・
・

新しい 
コート買って 
おいでよ！

あいよー

3

太鼓のことしか 
考えない 
ロクさんに 
呆れていた 
娘さんたちも

3買っちまった
3

あんた 
何やってる
の！

3やがて一緒に
演奏するよう
になって

3

さらにパワーアップした 
ロクさんの太鼓は 
倶知安町周辺以外でも 
鳴り響きました 

コートでは
なく 
やっぱり 
太鼓
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社会人野球の大会に 
出場する国鉄北海道 
チームの応援には 
札幌の円山球場で...

ほらっ 
太鼓のロクさんが 
テレビに映っているよ

1977(昭和52)年 
ロクさんの活動を 
応援しようと町民
300人ほどが会員と
なり「羊蹄太鼓を励
ます会」を結成

1985(昭和60)年有志に
よって「羊蹄に響け太鼓
の会」を結成

1991(平成3)年この２つの会が 
「くっちゃん羊蹄太鼓保存会」 
となって活動はさらに積極的に

ロクさんは「太鼓教室」
や小中学校、高校、老人
会などの練習の場にいつ
も駆けつけて人々を励ま
し続けた

ロクさんの太鼓の楽譜は 
ダンとカンのカタカナで 
表記されたものでした

よし！300点

1997(平成９)年11月３日 
「羊蹄太鼓」は倶知安町の 
無形民俗文化財になります 
さて２番目に創作されたのが
「ニセコ連山太鼓」

山あいの町々と日本海を隔てる 
壁のように西から東へと 
十数キロメートルにわたり 
連なるニセコの山々

雄大な自然景観と 
山スキーの醍醐味を 
ダイナミックに 
表現しています

ロクさんの太鼓の練習は 
ほめて育てる！！ 
絶妙な教え方！

ダンブルビュー！ 
(ロクさん言葉で 
ダブルで素晴らしい）
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ロクさんが倶知安に
いてくれて 
本当に良かったね！

2010(平成22)年2月21日 
95歳でその生涯を 
閉じました 
その日は町中に 
太鼓の音が 
途切れることなく 
響き渡り 
倶知安を愛し続けた 
ロクさんに 
ふさわしい旅立ちの 
日となりました

ロクさんの太鼓への思い入れは 
くっちゃん羊蹄太鼓保存会「鼓流」の人々に 
引き継がれ国際的なリゾートとなった 
ニセコで倶知安の人々の真心を海外からの 
お客様に伝える大切な存在となっています
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